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日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会
主
催
の
行
事

と
し
て
は
、昨
年
の
夏
季
吟
道
大
学
で
は

じ
め
て
使
用
さ
れ
た
愛
知
県
碧
南
市
の

勤
労
青
少
年
水
上
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
。

講
義
を
行
う
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
の
多
目

的
室
に
加
え
、ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
並
み
の

快
適
な
宿
泊
施
設
を
備
え
て
い
る
こ
と
か

ら
受
講
生
の
評
価
も
高
く
、今
年
も
こ
こ

で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

〈
開
講
式
〉

　

今
回
の
受
講
生
は
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
日
本
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
40
名
。10

名
ず
つ
４
班
に
分
か
れ
、事
前
に
班
長
、

副
班
長
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。開
講
式
に

先
立
っ
て
班
長
が
全
員
そ
ろ
っ
た
こ
と
を

左：講義の会場となった多目的室にて、学長を務めた沼崎富会長をはじめ役員、講師、受講生がそろって記念写真。欠席者もなく、日本全国から
40人の受講生が集まった
右上：受講生を代表して国分国壮第１班班長が、受講生に選ばれた栄誉を胸に秘め、吟剣詩舞道の真髄を学ぶという誓いのことばを述べた
右下：能楽についての梅若幸子先生の講義では、長男である梅若英寿（ひでひさ）さんが扇を用いての舞も披露した

会場となった「勤労青少年水上スポーツ
センター」に到着した受講生達。この施
設は公益社団法人日本モーターボート
選手会が運営・管理をし、「日本モーター
ボート選手会常設訓練所」としての役割
も持っている

報
告
。世
話
役
の「
受
講
生
起
立
、礼
！
」

の
か
け
声
と
と
も
に
式
や
講
義
が
開
催
さ

れ
ま
す
。早
淵
鯉
將
参
与
の『
開
講
の
こ

と
ば
』に
続
き
、全
員
マ
ス
ク
を
し
た
ま
ま

国
家
斉
唱
と
財
団
会
詩
合
吟
。

　
そ
し
て
沼
崎
富
会
長
が「
今
回
の
研
修

会
で
新
た
な
発
見
が
で
き
る
こ
と
へ
の
喜

び
と
と
も
に
、初
心
を
見
つ
め
直
す
い
い

機
会
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の
研
修
会
が
よ

り
有
意
義
で
実
り
大
き
も
の
と
な
り
ま

す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」と
学
長
挨
拶
。

　

続
い
て
国
分
国
壮
第
１
班
班
長
が
受

講
生
誓
い
の
こ
と
ば
。さ
ら
に
伊
藤
鶴
鈴

第
２
班
班
長
の
先
導
に
よ
り
、『
桂
林
荘

雑
詠
諸
生
に
示
す　

そ
の
一
』の
記
念
合

吟
を
行
い
ま
し
た
。

〈
一
時
限
目
〜
五
時
限
目
〉

　
一
〜
三
時
限
目
ま
で
は
、左
記
の
内
容

で
約
１
時
間
に
わ
た
り
開
催
。チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
に
続
き
、四
時
限
目
は
鷲
野
正
明
先

生
に
よ
る「
漢
詩
鑑
賞
」の
講
義
。
今
回

は
中
国
の
古
代
か
ら
唐
代
ま
で
の
恋
の
う

た
を
中
心
に
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
食
後
も
さ
ら
に
講
義
は
続
き
ま
す
。

五
時
限
目
は
観
世
流
シ
テ
方
の
人
間
国

宝・四
世
梅
若
実
師
の
長
女
で
あ
る
梅
若

幸
子
先
生
が
、長
い
伝
統
を
持
つ
能
が
ど

の
よ
う
に
し
て
そ
の
技
を
継
承
し
て
い
る
か
、

貴
重
な
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

〈
班
別
座
談
会
〉

　
そ
の
後
は「
吟
剣
詩
舞
の
将
来
の
あ
る

べ
き
姿
、目
指
す
方
向
」を
テ
ー
マ
に
班

別
座
談
会
を
開
始
。
各
班
に
世
話
役
の

先
生
方
も
参
加
し
て
、熱
心
に
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
班
長
・

副
班
長
が
ま
と
め
て
翌
日
の「
意
見
交

換
会
」で
発
表
さ
れ
ま
し
た（
10
ペ
ー
ジ

参
照
）。
そ
の
後
翌
朝
の
た
め
に
点
呼
・

と
り
舟
体
操
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、22

時
に
長
い
１
日
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
終

了
し
ま
し
た
。

夏季吟道大学時間割

項目／講師
JR三河安城駅　新幹線北口集合
注意事項伝達、事務局通達及び世話役紹介

〈開講式〉
一、吟剣詩舞道憲章の精神と財団の組織改革／沼崎富会長
二、審査規定の解説とコンクール審査の実態／徳田寿風副会長
三、公益財団の組織運営と指導者の役割／池内賢二専務理事

〈休憩〉【チェックイン】
四、漢詩観賞／漢詩家 鷲野正明先生  

〈夕食〉
五、現代における伝統芸能の課題／講師（能楽） 梅若幸子先生
六、班別座談会

〈点呼、とり舟体操の稽古、閉講式リハーサル〉
〈帰室・就寝〉

項目／講師
〈起床〉
〈点呼、とり舟体操〉
七、意見交換会　ー吟詠の普及振興をめぐってー

〈朝食〉
【チェックアウト】班別に手荷物整理後、会議場集合
〈休憩〉
八、吟詠講義／横山寿城顧問
九、吟詠の発声法（伴奏との調和研究）／演奏家 河野正明先生

〈昼食〉
十、研修吟詠

〈記念撮影〉
〈閉講式〉
事務局通達

〈一時限目〉沼崎富会長

〈二時限目〉徳田寿風副会長

〈三時限目〉池内賢二専務理事

〈四時限目〉鷲野正明先生（漢詩家）

〈五時限目〉梅若幸子先生（講師）

〈八時限目〉横山寿城顧問

〈九時限目〉河野正明先生（演奏家）

講師と講義の内容

吟剣詩舞道憲章の精神と財団の組織改革
一、基本姿勢、二、指導者の心構えなど、吟剣
詩舞道憲章の７項目を実例を挙げて解説

審査規定の解説とコンクール審査の実態
「吟詠コンクール審査規定」と「笹川鎮江先生講

義録」を元に吟詠コンクールの注意点を解説

公益財団の組織運営と指導者の役割
公益財団の定義など、日本吟剣詩舞振興会の
組織運営について専務理事の立場から説明

漢詩観賞
恋のうた・妻子を詠う詩の特集として、紀元前11
世紀の『詩経』から杜甫の『妻子を詠う』まで詳説

現代における伝統芸能の課題
伝統芸能である能についての説明とともに、能
面や衣装など能にまつわる道具について解説

吟詠講義
会場近くの名古屋城を詠った松口月城の『名古
屋城』を教材にして、受講生の代表数名が吟詠

吟詠の発声法（伴奏との調和研究）
吟詠コンクールに入賞するための７つの提言とし
て「本数の選択」「音程の正確さ」などを解説

（六時限目は班別座談会、七時限目は意見交換会、
十時限目は吟詠研修）

昨
年
、
コロ
ナ
禍
の
お
さ
ま
り
に
よ
り
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
「
夏
季
吟
道
大
学
」。

従
来
に
比
べて
規
模
を
縮
小
し
て
の
実
施
で
し
た
が
、
新
し
い
宿
泊
施
設
等
の
評
判
も
よ
く
、

今
年
も
日
本
財
団
の
助
成
に
よ
り
、
勤
労
青
少
年
水
上
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

漢
詩
や
能
の
講
義
か
ら
実
践
的
な
吟
詠
研
修
ま
で
、
40
人
の
受
講
生
は
充
実
し
た
２
日
間
を
過
ご
し
、

吟
剣
詩
舞
道
の
普
及
発
展
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

日
時
：
令
和
５
年
７
月
15
日（
土
）〜
16
日（
日
）

場
所
：
愛
知
県
碧
南
市
・
勤
労
青
少
年
水
上
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

主
催
：
公
益
財
団
法
人 

日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会

夏
季
吟
道
大
学
開
催

日
本
財
団
助
成
事
業

友との
学びで高まる
吟道精神

7月15日（土）
時間
12：00
12：35˜12：55
13：00˜13：30
13：30˜13：50
13：50˜14：20
14：20˜14：35
14：50˜15：10
15：15˜16：45
17：00˜17：45
18：00˜19：30
19：40˜20：40
20：45˜21：45
22：00

7月16日（日）
時間
6：00
6：20˜6：50
7：00˜8：00
8：00˜8：50
9：00˜9：10
9：15˜9：25
9：25˜10：55
11：00˜11：50
11：50˜12：30
12：30˜14：20
14：20˜14：30
14：20˜14：50
14：50˜15：00

令和

5
年度

漢
詩
や
能
な
ど
密
度
の
高
い
講
義

７
月
15
日（
土
）
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〈
意
見
交
換
会
〉

　

前
夜
の
班
別
座
談
会
で
の
議
論
の
内

容
を
、各
班
の
班
長・副
班
長
が
発
表
。内

容
は
下
の
囲
み
内
を
参
照
。

〈
八
時
限
目
〉

　
『
名
古
屋
城
』を
題
材
に
し
た
松
口
月

城
の
漢
詩
を
教
材
と
し
て
吟
詠
講
義
。各

班
の
代
表
者
が
吟
詠
を
行
い
、横
山
寿
城

顧
問
が
批
評
を
加
え
ま
し
た
。

〈
九
時
限
目
〉

　
演
奏
家・河
野
正
明
先
生
が
ま
ず
は「
こ

れ
だ
け
で
も
覚
え
て
ほ
し
い
」と
コ
ン
ク
ー

ル
の
吟
じ
出
し
で
失
敗
し
な
い
た
め
に「
前

奏
が
聞
こ
え
て
き
た
ら
同
時
に
口
ず
さ
む
」

こ
と
を
提
唱
。そ
の
後「
母
音
の
連
続
性
」

な
ど
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

〈
十
時
限
目
〉

　

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
る
受
講
生
も
多

い
吟
詠
講
習
。講
評
は
河
野
先
生
、徳
田

副
会
長
が
行
い
ま
し
た
が
、「
マ
イ
ク
に
近

す
ぎ
る
」「
音
程
が
低
く
な
り
が
ち
。詩
吟

専
用
楽
器
で
練
習
す
る
こ
と
」「
コ
ブ
シ
が

ま
っ
た
く
入
っ
て
な
い
の
で
、コ
ブ
シ
だ
け
の

練
習
を
す
る
と
い
い
」な
ど
実
践
的
な
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
閉
講
式
〉

　

記
念
撮
影
を
し
て
か
ら
閉
講
式
。沼
崎

会
長
が
学
長
挨
拶
と
し
て「
地
元
に
戻
っ

て
か
ら
も
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
い

に
活
用
さ
れ
、ご
自
身
の
さ
ら
な
る
吟
詠

力
の
向
上
と
と
も
に
、貴
会
員
へ
の
ご
指

導
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待

し
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

修
了
証
書
の
授
与
後
、榮
岳
蓉
第
４
班

班
長
が「
さ
ら
に
研
鑽
を
積
み
、全
国
各

地
に
あ
っ
て
吟
剣
詩
舞
道
の
普
及
発
展
に

邁
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
感
謝
の

こ
と
ば
。徳
田
副
会
長
が「
こ
の
絆
が
続
き
、

全
国
に
吟
道
大
学
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
」と
閉

講
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
２
日
間
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

実
践
的
な
吟
詠
研
修
も
充
実

７
月
16
日（
日
）

第１班班長：国
こ く

分
ぶ

国
こ く

壮
そ う

さん

第２班班長：伊
い

藤
と う

鶴
か く

鈴
れ い

さん

第３班班長：山
や ま

北
き た

真
し ん

鴬
お う

さん

第４班班長：榮
さかえ

 岳
が く

蓉
よ う

さん

誓いを新たに：班長の声

「どの流派も課題を持っていると思いますが、普及活動の
策を学ばせていただこうと思ってきました。父から会を受
け継ぎましたが、ここで学んだことを皆さんにお伝えしな
がら、吟剣詩舞を発信していければと思います」

「どういう心構えで取り組んでいけばいいか、勉強させてい
ただこうと思って参加いたしました。漢詩や能など盛り沢
山の内容ですが、伝統芸能である能の取り組みは大変興
味深く、我 の々普及活動にも役立てたいです」

「詩吟の上達ができるようなアドバイスをいただきたいと思
いやってきました。講義が詰まっていて大変だなと思いまし
たが、徳田先生のコンクールの採点に関するご講義は大
変勉強になり、帰ってから皆にも伝えたいです」

「平成８年の第１回青年吟剣詩舞道大学に参加した経験が
ありますが、今回は少壮吟士候補として参加させていただ
きました。沖縄でも普及発展は大きな問題ですので、皆さ
んと情報共有しながら良い案が得られればと思います」

「吟剣詩舞の将来のあるべき姿、目指す方向」
【班別座談会討議テーマ】（　）内は担当世話役

第１班（国分国壮班長）「若い世代の取り込みということでは、
剣詩舞とのコラボ、輪唱をつけたりハモったりの自由な表現、
歌謡吟詠でも古い歌ではなく『糸』や『いのちの歌』など新し
い曲を組み合わせる等の意見が出ました」
第２班（伊藤鶴鈴班長）「前向きな取り組みとしては、小学校
のクラブ活動として始めて10人ぐらいのお子さんが参加して
いる例が報告されました。今後どのようにすれば継続しても
らえるかが課題かと思います」
第３班（野上吟鴻副班長）「新たな会員をどのように増やして
いくかが中心になりました。私は小学校に勤務していますが
コロナ禍以降学校での活動はむずかしい状況です。子供達
にどのように興味を持ってもらえるかが重要です」
第４班（榮 岳蓉班長）「コロナ禍の影響を受けて高齢の会員
が減少する現状をどう打開するかをメインテーマとしました。
減ってしまった吟剣詩舞イベントの復活、コンクールでの四
部の創設などが必要との意見が出ました」

吟道大学のハイライトとも言えるのが、受講生がひとりずつ吟じて先生方に批評していた
だく「吟詠研修」。ふだん経験できない貴重な時間です。今回は40人中22人の受講生が、
それぞれコンクールの指定吟題の中から任意の吟題を選んで挑戦しました。前半は少壮
吟士候補および少壮コンクール入選者が並び、レベルの高い吟を披露しますが（写真は
今年の少壮コンクール入選者の綿谷芳由（未由子）さん）、講師の先生からは容赦ない批
評がくだされます。

『九段の桜』を吟じた少壮吟士候補の西岡緑優さんは河野正明先生から「高音で声を絞っ
ていて危うい感じに聴こえる」、徳田寿風先生から「『深き』のところのアクセントが違う」と
指摘されました。西岡さんは「コロナ感染の影響で７本まで落とし、やっと８本に戻したとこ
ろなので高音の出し方にまだ無理がありました。アクセントについては、この題はコンクー
ルと関係ないところで詠っていたのでアクセントの意識が薄くなっていました。まさにぴっ
たりとご指摘いただき、今後に役立てたいと思います」と感想を述べました。

少壮吟士候補＆
入選者も挑戦した

「吟詠研修」

令和5年度夏季吟道大学受講者一覧 ◎＝班長、○＝副班長

吟道大学の名物とも言える「とり舟体操」。
前夜遅くまで講義等をこなした受講生達
だが、朝６時20分から元気いっぱいに『し
きしまの』など和歌を詠いながら舟の艪
を漕ぐ形を繰り返した

１
日
目
夕
食
後
の「
班
別

座
談
会
」の
光
景
。
各
班

に
各
運
営
世
話
役
が
つ

い
て
進
行
役
を
務
め
て

熱
心
な
討
議
が
な
さ
れ
、

翌
朝
各
班
ご
と
に
そ
の

内
容
が
発
表
さ
れ
た

地区 
北海道
東日本
東日本
中部
中部
近畿
近畿
中国
四国
九州

地区 
東日本
東日本
東日本
中部
中部
近畿
中国
中国
四国
九州

地区 
東日本
東日本
中部
中部
中部
近畿
中国
四国
四国
九州

地区 
東日本
東日本
中部
中部
中部
近畿
中国
四国
九州
九州

氏名 
三浦 桂譲
毛呂 秀明
国分 国壮◎
中村 纓照
五藤 瑞麗
荻野 彩城
大西 正輝
𠮷本 藹山○
横田 香風
吉田 光章子

氏名 
西岡 緑優○
服部 志美
阿部 桜岳
伊藤 鶴鈴◎
原 観湖
入口 みどり
丸川 月洋
川崎 鶴鵬
大野 江姚
荒木 悠泉

氏名 
有坂 旦大
野上 吟鴻○
白井 景鵬
綿谷 芳由
山本 泰清
山北 真鴬◎
宮本 積山
岡山 紫風
門舛 容葉
原野 秀泉

氏名 
増田 秀裕
藤代 修美
今泉 玉鵬
白松 嶺清
松平 瑞城
井戸 水帝○
吉國 恵鵬
田中 麗光
榮 岳蓉　◎
尾方 鈴昂

指導歴
20年
3年

20年
5年
3年
8年
9年

14年
8年
5年

指導歴
14年
10年
6年
3年
7年

10年
3年
3年
5年
5年

指導歴
15年
14年
5年
7年
3年

25年
20年
8年
3年
5年

指導歴
5年

18年
3年
3年
3年

10年
5年

10年
31年
14年

性別 
男
女
女
男
女
女
男
女
男
女

性別 
女
女
女
男
女
女
男
女
女
男

性別 
男
男
女
女
男
女
男
女
女
女

性別 
女
女
女
男
女
男
女
女
女
女

流会派及び役職名 
心豊流吟詠昭延会 札幌支部長
契秀流吟詠会 師範
国壮流吟剣詩舞道会家元
(公社)関西吟詩文化協会公認鷺伸吟詠会 常任理事
瑞朋流斉心瑞朋吟詠会 副会長
吟道賀城流総本部 上師範
(公社)関西吟詩文化協会公認華州会 常任理事
水真流聖山吟詠会
臥風流・東讃連盟 会計部長
淡窓伝光霊流日本詩道会 師範

流会派及び役職名 
緑崇流吟道緑水吟詠会上席師範
吟道精修流青葉教場長
(公社)日本詩吟学院 岳智会
(公社)関西吟詩文化協会公認鷺伸吟詠会 議長 副講師
奉観流詩吟道総本部 師範
(公社)関西吟詩文化協会公認華州会 常任理事
吟道賀城流広島吟詠会
朝翠流師鵬吟詠会 講師
吟道江風流直心吟詠会
清泉流清泉会 常任理事

流会派及び役職名 
旦早流吟詠会旦大会々長
吟亮流吟風会雪朋支部
朝翠流朝道吟詠会 理事長
吟道関心流 上席大師範
翔鴻流静陵吟詠会 理事
詩道真明流真鴬会 会長
水真流山陽吟詠会 事務局長
吟詠鶯風流 会計部長
(公社)関西吟詩文化協会公認高知容鳳会 理事
清泉流清泉会 常任理事

流会派及び役職名 
契秀流吟詠会 師範
日本修道流 支部長・事務局主任
朝翠流朝道吟詠会 副理事長
翔鴻流静陵吟詠会 理事
吟道錦城流総本部 常任理事
詩道楠水吟詠会 師範
朝翠流師鵬吟詠会 講師
清吟堂吟友会 高瀬支部長
日本詩吟学院岳陽会 正師範
日本吟声流 師範(人吉支部長)

1班 

2班 

3班 

4班 
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５年に一度だけ実施される少壮吟士および同候補の集合写真。今回は45人が参加した

令
和
５
年
度
少
壮
吟
士
並
び
に
同
候
補
夏
季
特
別
研
修
会

１、国歌斉唱並びに財団会詩合吟
２、財団役員紹介
３、特別参加の宗家、会長紹介
４、少壮吟士候補者紹介
５、財団代表挨拶：沼崎　富会長
６、少壮吟士候補者への期待
　 あ、吟剣詩舞の向上と指導者の役割：徳田寿風副会長
　 い、剣詩舞道家からの期待：早淵鯉將副会長

１、漢詩解説〈講師：鷲野正明先生〉
２、吟詠演習　その１　〈講師：吟詠専門委員〉
　 ※少壮吟士候補及び新少壮吟士から行い、その後今年度の
     CD吹き込み対象者（16名）に対して順番に行っていく。
　 夕食およびチェックイン
３、吟詠演習　その２ 〈講師：同上〉
４、名流大会（熊本）企画構成番組について
５、全国少壮吟士会総会

　 朝食およびチェックアウト
６、吟詠演習 その３〈講師：同上〉
７、吟詠演習 その４〈講師：同上〉
 　昼食
８、意見交換会
　 ※少壮吟士会から事前に出た提案・意見を、財団としてあら
　 かじめ検討した回答を含め進めていく。
９、研修会閉講式

昨
年
３
年
ぶ
り
に
対
面
形
式

で
の
開
催
が
実
現
し
た
少
壮

吟
士
並
び
に
同
候
補
夏
季

特
別
研
修
会
。
少
壮
コンク
ー

ルへの
出
場
者
減
少
と
レベル
低

下
に
よ
り
、少
壮
吟
士
の
選

定
が「
選
考
審
査
会
」
形
式

に
変
更
に
な
る
な
ど（
８
ペ
ー
ジ

参
照
）、そ
の
存
在
が
曲
が
り

角
を
迎
え
る
な
か
、吟
界
最

高
峰
の
矜
持
を
持
っ
て
41
人

の
現
役
少
壮
吟
士
と
、３
月

12
日
の
最
後
の
少
壮
コン
ク
ー

ルで
３
回
入
選
を
果
た
し
た
４

人
の
少
壮
吟
士
候
補
の
計

45
人
が
集
合
。
吟
詠
演
習
を

中
心
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
、辛
苦
多
い
な
が
ら
も
仲
間

と
相
親
し
む
晩
夏
の
２
日
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

日
時：令
和
５
年
８
月
26
日（
土
）～
27
日（
日
）

場
所：愛
知
県
碧
南
市・勤
労
青
少
年
水
上
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

主
催：公
益
財
団
法
人 

日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会

逆
風
に
立
ち
向
か
う

少
壮
吟
士
と
し
て
の
矜
持

日
本
財
団
助
成
事
業

１日目  ８月26日（土）

【令和５年度少壮吟士候補特別研修会（第44期）】

12:55～14:00

【令和５年度夏季少壮吟士特別研修会】
14:00～15:30
15:40～17:00

17:00～18:00 
18:00～20:00
20:10～21:00
21:05～22:00
２日目  ８月27日（日）
8:00～9:00
9:00～9:50
10:00～12:10
12:10～13:10
13:10～14:00

14:10～14:40
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少壮吟士会総会において、バッグと胸元につけるネームプ
レートをもらった少壮吟士候補の４人。毎年このプレートを
付けることになる

吟詠演習は少壮吟士候補の４人からスタート。講師の先生方と先輩
少壮吟士の前で吟じるのはコンクール以上の緊張、恒成光熙子候
補（写真）は「精神崩壊しそうでした（笑）」とのこと

　

令
和
元
年
度
に
千
葉
県
成
田
市
の

「
成
田
東
武
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
」で
開

催
さ
れ
た
後
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
翌
年

は
中
止
、次
の
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
っ
た
少
壮
吟
士
並
び
に
同
候
補
夏
季

特
別
研
修
会
。
昨
年
は
日
本
財
団
助
成

事
業
と
し
て
、公
益
社
団
法
人
日
本
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会
が
運
営
・
管
理
す

る
愛
知
県
の「
勤
労
青
少
年
水
上
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
」に
て
開
催
。
今
年
も
同
セ

ン
タ
ー
に
て
少
壮
吟
士
お
よ
び
同
候
補
、

財
団
役
員
が
一
堂
に
会
し
、２
日
間
計
13

時
間
に
わ
た
る
密
度
の
濃
い
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
ま
ず
第
44
期
少
壮
吟
士
と

な
る
予
定
の
少
壮
吟
士
候
補
４
人
を
対

象
に
し
た「
少
壮
吟
士
候
補
特
別
研
修

会
」か
ら
開
催
。４
人
が
所
属
す
る
各
流

派
の
宗
家
・
会
長
等
か
ら
候
補
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
が
紹
介
さ
れ
ま
す（
左
ペ
ー
ジ

参
照
）。

　

続
い
て
財
団
代
表
と
し
て
沼
崎
富
会

長
が「
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
の
研
修
会

は
、改
め
て
自
己
を
見
つ
め
直
す
良
い
機

会
と
な
り
、吟
詠
の
さ
ら
な
る
向
上
を

目
指
す
場
で
あ
る
と
同
時
に
研
鑽
を
積

む
場
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
２

日
間
の
研
修
会
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
心
構

え
、少
壮
吟
士
候
補
特
別

研
修
会

吟
詠
演
習
、意
見
交
換
会

な
ど
の
少
壮
吟
士
夏
季

特
別
研
修
会

８
月
26
日（
土
）

８
月
27
日（
日
）

漢詩解説：
鷲野正明先生

剣詩舞道からの期待：
早淵鯉將副会長

吟剣詩舞の向上と指導者の役割：
徳田寿風副会長

少壮研修会では初めて解説に
立った鷲野先生。「漢詩と色彩～
色彩と詩人の思い～」と題して、
杜甫の『春望』、李白の『汪倫に
贈る』、さらには王之渙と王翰の
二人の『涼州詞』などを例にとっ
て、詩人の色彩感覚について詳
細な説明を行った

海外支部の指導で渡欧中のため
映像での講義となった。「吟詠家
と剣詩舞家が協力し合って観客
の皆さんに喜んでいただく。その
ためにはお互いが自分の持てる
力を十分に発揮する、発揮する努
力をすることが大切」とお互いの
研鑽の重要性を力説

「いつどこで聞いても納得しても
らえる吟詠ができているからこそ
最高峰であり、憧れの的。その上
に舞台上での所作、立ち居振る
舞いが洗練されていて美しい。そ
れでこそ冠の値打ちがあり、ス
ターであり続けることができます」
と少壮吟士の役割を説いた

吟詠演習に挑む八代光晃子少壮吟士会会長。会長といえども吟詠専門委員の先
生方からはよりレベルの高い注文が突きつけられ、完成度が高められていく

12月の名流大会の企画構成番組で披露される『春望』の合吟を練習する少壮吟士。伊藤契麗少壮吟士OBの譜付は高度なハーモ
ニーが入ったむずかしいものだが、数回の練習で録音できるレベルに達し、少壮吟士の実力を見せつけた

て
よ
り
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
し
ま
す
」と
挨
拶
。
次
に
少
壮

吟
士
候
補
へ
の
期
待
と
し
て
、徳
田
寿
風

副
会
長
と
早
淵
鯉
將
副
会
長
が
講
義

（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）。
海
外
の
門
下
生
の

指
導
の
た
め
に
渡
欧
中
の
早
淵
副
会
長

は
、ビ
デ
オ
で
の
挨
拶
と
な
り
ま
し
た
。

　

14
時
か
ら
は
少
壮
吟
士
会
の
自
主
運

営
と
し
て
、「
少
壮
吟
士
夏
季
特
別
研
修

会
」を
開
催
。ま
ず
本
誌
の
連
載
で
も
お

な
じ
み
の
鷲
野
正
明
先
生
に
よ
る「
漢

詩
解
説
」（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）。ふ
だ
ん
親

し
ん
で
い
る
漢
詩
の
新
た
な
側
面
が
示

さ
れ
、参
加
者
一
同
認
識
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
夕
食
を
は
さ
み
約
３
時
間
に

わ
た
る「
吟
詠
演
習
」。
少
壮
吟
士
候
補

及
び
新
少
壮
吟
士
か
ら
行
い
、そ
の
後

今
年
度
の
C
D
吹
き
込
み
対
象
者
と
続

き
ま
す
。
20
時
過
ぎ
か
ら
は
12
月
に
熊

本
で
開
催
さ
れ
る
企
画
構
成
番
組
の
合

吟
の
練
習
と
吹
込
み
。
そ
の
後
さ
ら
に

全
国
少
壮
吟
士
会
総
会
が
行
わ
れ
、22

時
に
よ
う
や
く
長
い
初
日
の
研
修
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
朝
８
時
か
ら
朝
食
の
後
、

「
吟
詠
演
習
」の
続
き
。
全
国
剣
詩
舞
コ

ン
ク
ー
ル
用
の
C
D
吹
込
み
を
行
う
16

人（
左
表
参
照
）は
、事
前
に
徳
田
寿
風

副
会
長
、
河
野
鶴
聲
理
事
、
清
水
錦
洲

理
事
の
３
人
の
吟
詠
専
門
委
員
と
、剣

詩
舞
家
の
早
淵
鯉
將
副
会
長
に
自
分
の

録
音
デ
ー
タ
を
送
付
。
そ
れ
ぞ
れ
が
修

正
す
べ
き
点
等
を
伝
え
て
、そ
れ
に
基
づ

い
て
各
自
が
修
正
を
加
え
て
今
回
の
吟

詠
演
習
に
臨
み
ま
し
た
。

　

吟
詠
専
門
委
員
か
ら
は
そ
の
修
正
を

評
価
す
る
声
も
上
が
り
ま
し
た
が
、そ
れ

で
も
な
お「
情
景
が
浮
か
び
上
が
っ
て
こ

な
い
」「
も
う
少
し
凛
と
し
て
詠
っ
て
ほ
し

い
」な
ど
厳
し
い
注
文
が
飛
び
ま
す
。一

人
10
分
の
持
ち
時
間
で
は
な
か
な
か
終

わ
ら
ず
、16
人
の
後
の
吹
込
み
な
し
の
吟

詠
演
習
は
時
間
を
短
縮
、ま
た
中
止
と

な
っ
た
少
壮
吟
士
も
い
ま
し
た
。
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部門
剣舞 幼年・少年の部

剣舞 幼年・少年の部

剣舞 幼年・少年の部

剣舞 青年・一般の部

剣舞 青年・一般の部

剣舞 青年・一般の部

剣舞 青年・一般の部

剣舞 青年・一般の部

詩舞 幼年・少年の部

詩舞 幼年・少年の部

詩舞 幼年・少年の部

詩舞 青年・一般の部

詩舞 青年・一般の部

詩舞 青年・一般の部

詩舞 青年・一般の部

詩舞 青年・一般の部

令和６年度全国剣詩舞コンクール指定吟題：吟詠演習

内容
絶句

絶句

絶句

絶句

絶句

絶句

絶句

和歌

絶句

絶句

和歌

絶句

絶句

絶句

絶句

和歌

名前
大山宗鵬

中武玲星

石川渾凰

林 杏泉

野中秀宗

石川春海

松葉水章

山岡桜山

星野紫栄

林 煌彩

伊東響峰

米本耿泉

宇井修光

八代光晃子

向山侑珠

塩澤宗鳳

吟題
客舎の壁に題す

鞍馬の牛若

大楠公

奥羽道中

舟八島を過ぐ

豊公の旧宅に寄題す

涼州詞

和歌・さえのぼる

青葉の笛

佳賓好主

和歌・霞立つ

厳島

絶句（江碧にして）

壇の浦を過ぐ

常盤孤を抱くの図に題す

和歌・よもの海

少
壮
吟
士
卒
業
に
あ
たって

少
壮
吟
士
夏
季
特
別
研
修
会
で
は
、毎
回
閉
講
式
に
て
今
年
度
で
65
歳
の
定
年
を
迎
え
て
卒
業

す
る
少
壮
吟
士
を
表
彰
し
ま
す
。
今
年
度
で
卒
業
す
る
の
は
第
二
十
五
期
の
宮
武
玲
星
少
壮
吟

士
一
人
。
20
年
間
少
壮
吟
士
と
し
て
過
ご
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
少
壮
吟
士
会
か
ら
事
前
に

出
た
提
案
・
意
見
に
対
し
て
財
団
が
検
討

し
た
回
答
を
発
表
す
る「
意
見
交
換
会
」

を
約
１
時
間
実
施（
下
の
コ
ラ
ム
参
照
）。

14
時
の
閉
講
式
で
は
ま
ず
今
年
度
で
65

歳
の
定
年
を
迎
え
て
卒
業
す
る
中
武
玲

星
少
壮
吟
士
に
表
彰
状
が
渡
さ
れ
、中

武
少
壮
吟
士
が「
こ
ん
な
に
高
度
な
、こ

ん
な
に
素
晴
ら
し
い
人
し
か
集
っ
て
い
な

い
研
修
会
と
い
う
の
は
、他
に
は
日
本
中

を
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、20
年
間

こ
の
研
修
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
の

は
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
で
し
た
」と
挨
拶
。

　
そ
し
て
野
上
吟
鴻
候
補
の
先
導
で『
桂

林
荘
雑
詠
諸
生
に
示
す（
そ
の
一
）』を
全

員
で
合
吟
。
最
後
は
榮
岳
蓉
候
補
が
受

講
生
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
、二
日
間

に
わ
た
る
研
修
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

左から沼崎富会長と吟詠専門委員の徳田寿風副会長、河野鶴
聲理事、清水錦洲理事。吟詠演習では吟詠専門委員の３人が
厳しくも愛のある指導を行った

同じ宮崎県の少壮吟士として活動し
てきた八代光晃子少壮吟士会会長
と、同期の塩澤宗鳳少壮吟士。閉
講式の挨拶で二人の盟友に感謝の
言葉を贈り、思わず涙ぐむ場面も

少壮吟士夏季特別研修会で毎回最後に合吟される『桂林荘雑
詠諸生に示す（その一）』。今年は野上吟鴻候補が「道（ゆ）うこ
とを休（や）めよ他郷苦辛多しと」と先導を務めた

意見交換会「
少
壮
と
し
て
の
連
帯
感
を
持
て
る
仲
間
に

会
え
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
」

少壮吟士からの提案・意見に対して財団の回答を伝え、さらに
質疑応答を実施。項目と回答の概要は以下の通り。
イ、改正となった“少壮吟士制度”について＝『吟剣詩舞』８月
号６ページ参照
ロ、吟剣詩舞道和歌集編纂の進捗状況について＝『吟剣詩舞』
９月号２ページ参照
ハ、全国吟詠コンクールの年齢別部門について、高齢化の進
む中80歳以上の部門の新設は？＝一般四部を新設するのでは
なく、一般二部を74歳まで、一般三部を75歳以上とする
ニ、高齢化の進む吟剣詩舞道界で、高齢者が吟詠を末永く楽
しめるための手立は？＝東京都ではブロックに分けて平成５年
から70歳以上の吟詠家のための「ことぶき吟詠の集い」を実施。
そうしたイベントを充実させたい
その他に「インボイス制度」についてなどの質問があった。

︱
少
壮
吟
士
を
卒
業
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、今
の
お
気
持
ち
は
？

ま
だ
本
当
の
実
感
は
湧
か
な
い
の
で
す
が
、

「
来
年
は
も
う
こ
こ
に
来
な
く
て
い
い
ん
だ
な
」

と
昨
日
か
ら
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
ら
、や
は
り

少
し
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

︱
詩
吟
を
始
め
ら
れ
た
の
は
ご
両
親
の

影
響
で
す
か
？

は
い
。と
く
に
母
で
す
ね
。師
範
と
し
て
熱

心
に
活
動
し
て
、私
も
10
歳
頃
始
め
ま
し
た
。

元
々
日
本
詩
吟
学
院
の
宮
崎
岳
星
会
と
い

う
認
可
団
体
で
し
た
が
、師
事
し
て
お
り
ま

し
た
坂
本
岳
雄（
徹
星
）先
生
が
独
立
さ
れ

て
藤
星
流
と
な
り
ま
し
た
。

︱
少
壮
吟
士
に
な
ら
れ
た
時
は
お
母
様

も
大
変
お
喜
び
に
な
っ
た
と
か
。

は
い
、足
腰
が
弱
く
な
って
い
ま
し
た
が
、主
人

に
付
き
沿
わ
れ
て
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押
し
な

が
ら
武
道
館
に
見
に
き
て
く
れ
ま
し
た（
笑
）。

︱
平
成
27
年
度
の
少
壮
吟
士
夏
季
吟
詠

特
別
研
修
会
の
時
に
少
壮
吟
士
全
員
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

前
日
に
お
母
様
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
聞
い

て
驚
き
ま
し
た
。

お
盆
あ
た
り
か
ら
だ
い
ぶ
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、

あ
の
時
は
全
員
の
写
真
撮
影
も
し
て
ム
ッ
ク

の『
吟
と
舞
』に
掲
載
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
こ
に
私
の
写
真
が
な
い
と
母
も
悲
し
む
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
し
て
。主
人
に
も
行
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
言
わ
れ
て
、１
日
だ
け
参
加

す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

︱
少
壮
吟
士
に
な
っ
て
辛
か
っ
た
こ
と
、

逆
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
？

一番
厳
し
か
っ
た
の
は
50
歳
で
癌
に
な
っ
た
時

で
す
ね
。詩
吟
ど
こ
ろ
か
命
さ
え
失
っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
か
っ
た
の
で
。抗
が
ん
剤

治
療
も
あ
っ
て
１
年
お
休
み
し
ま
し
た
が
、

私
に
と
っ
て一番
大
事
な
も
の
は
や
は
り
詩

吟
だ
な
と
痛
感
し
ま
し
た
。本
当
に
実
感
と

し
て一日一日
大
事
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、や
は
り
仲
間
で
す
ね
。

み
な
同
じ
道
を
通
っ
て
少
壮
に
な
っ
た
と
い

う
連
帯
感
が
あ
る
の
で
、大
会
等
で
お
会
い

で
き
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

︱
少
壮
吟
士
と
し
て
の
活
動
で
印
象
に

残
って
い
る
こ
と
は
？

昨
夜
、11
月
の
名
流
大
会
の
た
め
に
皆
で
合

吟
の
練
習
を
し
ま
し
た
が
、ハモ
リ
も
あ
っ
て

か
な
り
む
ず
か
し
い
内
容
で
す
。譜
を
い
た

だ
い
て
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
練
習
は
し
て
き
た

も
の
の
、数
回
合
わ
せ
た
だ
け
で
発
表
で
き

る
完
成
度
に
な
っ
た
。や
は
り
少
壮
吟
士
っ

て
す
ご
い
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。自
分

に
と
って
こ
れ
が
最
後
と
い
う
こ
と
も
あ
って
、

本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

︱
後
輩
の
少
壮
吟
士
に
何
か
ア
ド
バ
イ

ス
は
あ
り
ま
す
か
？

新
人
の
方
た
ち
の
吟
を
聞
く
と
皆
さ
ん
本

当
に
お
上
手
で
す
。た
だ
何
か
あ
る
と「
少

壮
吟
士
な
の
に
」と
言
わ
れ
ま
す
の
で
、「
人

間
も
素
晴
ら
し
い
ね
」と
言
わ
れ
る
よ
う

に
自
分
を
磨
い
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

私
も
O
B
と
し
て
吟
界
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

第二十五期

中
な か

武
た け

玲
れ い

星
せ い

宮崎県 吟道藤星流
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「
恒
成
さ
ん
は
ご
両
親
と
も
詩
吟
に
親

し
ま
れ
て
お
り
、10
歳
で
淡
窓
伝
光
霊

流
中
津
詩
道
会
に
入
門
。
４
年
後
に
は

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
少

年
の
部
で
優
勝
、33
歳
の
時
に
公
益
財

団
の
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会

青
年
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
出
産
、

「
榮
さ
ん
と
吟
と
の
結
び
つ
き
は
小
学
４

年
生
の
時
。お
母
様
が
看
護
師
を
さ
れ

て
い
た
病
院
の
横
に
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り

ま
し
て
、そ
ち
ら
で
私
ど
も
の
会
の
詩
吟

教
室
を
開
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。最
初
は
な
か
な
か
声
が
出

な
く
て
泣
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
弊
会
で
は
第
一
期
の
奥
薗
緑
水
は
じ
め

４
名
の
少
壮
吟
士
を
擁
し
て
お
り
ま
し

た
が
、 実
に
30
期
ぶ
り
で
５
人
目
の
少
壮

吟
士
が
誕
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
大
き
な
感
動
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

西
岡
さ
ん
は
お
祖
父
様
が
楽
し
そ
う
に

詩
吟
を
習
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
幼
少

「
昭
和
６
年
創
立
の
古
参
の
流
派
で
す
が
、

２
人
目
の
少
壮
吟
士
誕
生
か
ら
40
年
以

上
も
間
が
空
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。野
上

さ
ん
の
お
祖
父
様
は
栃
木
で
詩
吟
を
広

め
た
功
労
者
で
す
が
、最
初
な
か
な
か

生
徒
が
集
ま
ら
ず
、５
歳
の
時
に
半
ば

強
引
に
教
室
に
連
れ
て
行
か
れ
た
そ
う

恒つ

ね

成な

り

光こ

う

熙き

子し

候
補（
大
分
）

淡
窓
伝
光
霊
流
日
本
詩
道
会

前
田
卓
霊
副
会
長

榮さ
か
え 
岳が

く

蓉よ

う

候
補（
沖
縄
）

日
本
詩
吟
学
院
岳
陽
会

岩
﨑
岳
萠
会
長

西に

し

岡お

か

緑り
ょ
く

優ゆ

う

候
補（
大
阪
）

緑
崇
流
吟
道
緑
水
吟
詠
会

箕
輪
緑
崇
宗
家
会
長

野の

上が

み

吟ぎ

ん

鴻こ

う

候
補（
栃
木
）

吟
亮
流
吟
風
会
総
本
部

鈴
木
吟
亮
三
代
宗
家

育
児
、お
仕
事
も
さ
れ
て
い
て
、少
壮
吟

士
へ
の
道
の
り
は
け
っ
し
て
簡
単
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
恒
成
候
補
は
人
と

は
違
う
斬
新
な
考
え
と
大
き
な
夢
を
心

の
内
面
に
秘
め
て
、豊
か
な
愛
に
溢
れ

た
人
で
す
。美
し
い
緑
の
葉
を
つ
け
、鮮

や
か
な
花
を
開
き
、明
日
を
担
う
よ
う

に
応
援
し
て
お
り
ま
す
」

お
母
様
が
厳
し
く
も
優
し
く
引
っ
張
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
め
き
め
き
と

上
達
し
ま
し
て
、平
成
十
七
年
度
の
全
国

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
一
般
一
部
で
見
事
に
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。私
ど
も
の
会
と
し
ま

し
て
も
、立
派
な
少
壮
吟
士
に
成
長
し
て

行
か
れ
ま
す
よ
う
、精
一
杯
お
手
伝
い
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

期
か
ら
詩
吟
を
は
じ
め
、奥
薗
お
よ
び

先
代
の
箕
輪
緑
崇
に
か
な
り
厳
し
く
指

導
さ
れ
、全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
で
少
年
、

青
年
、一
般
一
部
と
優
勝
す
る
に
い
た
り

ま
し
た
。艱
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
、や
っ

と
少
壮
吟
士
候
補
に
た
ど
り
着
き
、奥

薗
、先
代
箕
輪
の
両
名
も
泉
下
か
ら
喜

ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
」

で
す
。2
0
1
9
年
の
少
壮
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
律
詩
で
失
敗
し
、そ
の
年
末
に
お
母

様
が
亡
く
な
ら
れ
て
晴
れ
姿
を
見
せ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。今
、天
国
で
喜
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。私
も
財
団

の
広
報
理
事
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、こ
の
恩
返
し
の
つ
も
り
で

頑
張
り
た
い
で
す
」

憧れの少壮吟
士
に
至
る
道
程
と
志

3月12日に行われた「第50回全国少壮吟詠審査コンクール決選大会」で３回目の入選を果たし、
晴れて少壮吟士候補となった４人。８月26日に開催された「令和５年度少壮吟士候補特別研修会」にて、
所属する各流派の宗家・会長が愛弟子のプロフィールを紹介しました。当日の吟詠演習後の本人の感想とともにお届けします。

第44期少壮吟士候補紹介

恒
成
光
熙
子
候
補
の
コ
メ
ン
ト

「
吟
詠
実
習
で
は
精
神
崩
壊
し
そ
う
な

く
ら
い
緊
張
し
て（
笑
）、出
来
栄
え
が

ま
っ
た
く
ダ
メ
で
し
た
。
徳
田
寿
風
先

生
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う
に
、体
調

を
整
え
て
い
つ
で
も
完
璧
な
吟
が
で
き

な
い
と
い
け
な
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

流
派
に
も
多
く
の
少
壮
吟
士
の
方
が
お

ら
れ
て
、周
囲
か
ら
も
勧
め
ら
れ
て
自

然
と
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

少
壮
吟
士
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、気
を

引
き
締
め
て
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
」

榮 

岳
蓉
候
補
の
コ
メ
ン
ト

「
先
輩
方
の
中
で
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、心
新
た
に
頑
張
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き
上
が
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。非
常
に
格
が
高
い
こ

の
場
に
自
分
も
入
れ
る
と
い
う
こ
と
が

す
ご
く
あ
り
が
た
く
、身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。沖
縄
初
の
少
壮
吟
士
と
い

う
こ
と
で
新
聞
に
載
せ
て
い
た
だ
い
た

り
し
ま
し
た
が
、地
元
の
吟
界
発
展
の

起
爆
剤
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
、さ
ら
に

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

西
岡
緑
優
候
補
の
コ
メ
ン
ト

「
吟
詠
実
習
で
は
先
生
方
の
オ
ー
ラ
に
負

け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、な
ん
と
か
詠

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
高
峰
の

先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
け
る
機
会
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、緊
張
は
し
ま
す

け
れ
ど
も
、す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
お
伺

い
し
ま
し
た
。少
壮
吟
士
候
補
と
し
て

や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、強
い
吟
で
も
風
景
詩
で
も
そ

の
詩
に
合
わ
せ
た
詠
い
方
が
で
き
る
吟

者
に
な
れ
る
よ
う
勉
強
し
た
い
で
す
」

野
上
吟
鴻
候
補
の
コ
メ
ン
ト

「『
獄
中
の
作
』は
ま
だ
自
分
に
は
む
ず
か

し
い
な
と
思
い
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
が
、や
は
り
勉
強
不
足
で
伝
え
る

力
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。実
際
に
指

導
し
て
い
た
だ
い
て
、今
ま
で
自
分
は
素

読
に
あ
ま
り
力
を
入
れ
て
い
な
か
っ
た

と
痛
感
し
、こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。日
々
先
生

方
、少
壮
の
先
輩
方
か
ら
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
、周
り
の
詩
吟
愛
好
者
の
方
々
に
届

け
た
い
と
思
い
ま
す
」


